
明
治
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日

第
三
種
郵
便
物
認
可

〇

〇

平成年月日 木曜日 (号外第号)官 報 (分冊の)
２

国
立
研
究
開
発
法
人
水
産
研
究
・
教
育
機
構
に
つ
い
て
の
共
通
事
項
省
令
第
十
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す

る
共
通
事
項
省
令
第
五
条
第
二
項
及
び
第
六
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
二
号
ロ
中
「
で
あ
っ
た
者
」

と
あ
る
の
は
、「
で
あ
っ
た
者
（
独
立
行
政
法
人
に
係
る
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
農
林
水
産
省
関
係
法
律
の
整
備
に

関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
七
十
号
）
附
則
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
解
散
し
た
旧
独
立
行
政
法
人

水
産
大
学
校
（
独
立
行
政
法
人
通
則
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
六
号
）
の
施
行
の

日
以
後
の
も
の
に
限
る
。）の
役
員
又
は
職
員
で
あ
っ
た
者
を
含
む
。
次
条
第
二
号
ロ
の
（
１
）
に
お
い
て
同
じ
。）」

と
す
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

第
五
十
条
第
一
項
中
「
第
八
十
二
条
」
を
「
第
八
十
二
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
刑
法
第
二
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
猶
予
の
期
間
の
開
始
ま
で
の
間
に
お
け
る
保
護
観
察
付
一
部
猶
予
者
の
特

別
遵
守
事
項
の
設
定
及
び
変
更
）

第
五
十
条
の
二

地
方
委
員
会
は
、
保
護
観
察
付
一
部
猶
予
者
（
仮
釈
放
中
の
者
を
除
く
。）に
つ
い
て
、
法
第
五
十
二

条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
猶
予
期
間
中
の
保
護
観
察
に
お
け
る
特
別
遵
守
事
項
を
定
め
、
又
は
変
更
す
る
に
当
た

り
、
そ
の
者
が
収
容
さ
れ
て
い
る
刑
事
施
設
若
し
く
は
少
年
院
の
長
又
は
法
第
八
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
生

活
環
境
の
調
整
を
行
う
保
護
観
察
所
の
長
か
ら
猶
予
期
間
中
の
保
護
観
察
に
お
け
る
特
別
遵
守
事
項
に
関
す
る
意
見

が
表
明
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
当
該
意
見
を
考
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
刑
事
施
設
若
し
く
は
少
年
院
の
長
又
は
保
護
観
察
所
の
長
は
、
保
護
観
察
付
一
部
猶
予
者
に
つ
い
て
、
刑

法
第
二
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
猶
予
の
期
間
の
開
始
（
保
護
観
察
付
一
部
猶
予
者
が
仮
釈
放
を
許
す
旨
の
決
定

を
受
け
た
者
で
あ
る
場
合
は
、
釈
放
。
第
五
十
二
条
第
七
項
及
び
第
九
十
九
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。）ま
で

の
間
に
、
猶
予
期
間
中
の
保
護
観
察
に
お
け
る
特
別
遵
守
事
項
を
定
め
、
又
は
変
更
す
べ
き
事
情
が
生
じ
た
と
認
め

る
と
き
は
、
速
や
か
に
、そ
の
者
を
収
容
中
の
刑
事
施
設
又
は
少
年
院
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
地
方
委
員
会
に
対
し
、

書
面
に
よ
り
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
内
容
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〇
総

務

省
、
農
林
水
産
省
、

経
済
産
業
省
、
国
土
交
通
省

令
第
一
号

内
閣
の
重
要
政
策
に
関
す
る
総
合
調
整
等
に
関
す
る
機
能
の
強
化
の
た
め
の
国
家
行
政
組
織
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
六
十
六
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
特
定
農
山
村
地
域
に
お
け
る
農
林
業
等
の
活
性
化
の

た
め
の
基
盤
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日

総
務
大
臣

山
本

早
苗

農
林
水
産
大
臣

森
山

経
済
産
業
大
臣

林

幹
雄

国
土
交
通
大
臣

石
井

啓
一

特
定
農
山
村
地
域
に
お
け
る
農
林
業
等
の
活
性
化
の
た
め
の
基
盤
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令

特
定
農
山
村
地
域
に
お
け
る
農
林
業
等
の
活
性
化
の
た
め
の
基
盤
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
五

年
総

理

府
、
農
林
水
産
省
、

通
商
産
業
省
、
建

設

省
、

自

治

省

令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
三
号
中
「
第
四
条
第
十
五
号
」
を
「
第
四
条
第
一
項
第
九
号
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
内
閣
の
重
要
政
策
に
関
す
る
総
合
調
整
等
に
関
す
る
機
能
の
強
化
の
た
め
の
国
家
行
政
組
織
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

〇
総

務

省
、
文
部
科
学
省
、

厚
生
労
働
省
、
農
林
水
産
省
、

経
済
産
業
省
、
国
土
交
通
省
、

環

境

省

令
第
一
号

内
閣
の
重
要
政
策
に
関
す
る
総
合
調
整
等
に
関
す
る
機
能
の
強
化
の
た
め
の
国
家
行
政
組
織
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
六
十
六
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
工
業
標
準
化
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日

総
務
大
臣

山
本

早
苗

文
部
科
学
大
臣

馳

浩

厚
生
労
働
大
臣

塩
崎

恭
久

農
林
水
産
大
臣

森
山

経
済
産
業
大
臣

林

幹
雄

国
土
交
通
大
臣

石
井

啓
一

環
境
大
臣

大

珠
代

工
業
標
準
化
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

工
業
標
準
化
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
四
年
総

理

府
令
、
文

部

省
令
、

厚

生

省
令
、
農

林

省
令
、

通
商
産
業
省
令
、
運

輸

省
令
、

郵

政

省
令
、
電
気
通
信
省
令
、

労

働

省
令
、
建

設

省
令

第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
項
の
表
中
「
第
四
条
第
十
三
号
」
を
「
第
四
条
第
一
項
第
十
三
号
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
法
務
省
令
第
十
五
号

刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
四
十
九
号
）
及
び
薬
物
使
用
等
の
罪
を
犯
し
た
者
に
対

す
る
刑
の
一
部
の
執
行
猶
予
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
五
十
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
更
生
保
護

法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
五
十
二
条
第
二
項
、
第
四
項
、
第
五
項
及
び
第
六
項
、第
五
十
三
条
第
一
項
、

第
二
項
及
び
第
四
項
、
第
七
十
八
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
九
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
売
春

防
止
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
十
八
号
）
の
実
施
の
た
め
、
犯
罪
を
し
た
者
及
び
非
行
の
あ
る
少
年
に
対
す
る
社

会
内
に
お
け
る
処
遇
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日

法
務
大
臣

岩
城

光
英

犯
罪
を
し
た
者
及
び
非
行
の
あ
る
少
年
に
対
す
る
社
会
内
に
お
け
る
処
遇
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令

犯
罪
を
し
た
者
及
び
非
行
の
あ
る
少
年
に
対
す
る
社
会
内
に
お
け
る
処
遇
に
関
す
る
規
則
（
平
成
二
十
年
法
務
省
令

第
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
九
款

被
害
者
等
の
心
情
等
の
伝
達
（
第
七
十
一
条

第
七
十
六
条
）」を
「
第
九
款

被
害
者
等
の
心

第
十
款

規
制
薬
物
等
に

情
等
の
伝
達
（
第
七
十
一
条

第
七
十
六
条
）

対
す
る
依
存
が
あ
る
保
護
観
察
対
象
者
に
関
す
る
特
則
（
第
七
十
六
条
の
二
・
第
七
十
六
条
の
三
）」に
、「
第
百
条
」
を

「
第
九
十
九
条
の
二
」
に
改
め
る
。

第
七
条
第
一
項
第
二
号
中
「
刑
期
」
の
下
に「（
懲
役
又
は
禁
錮
に
つ
き
刑
の
一
部
の
執
行
猶
予
の
言
渡
し
を
受
け
た

者
（
以
下
次
号
、
第
九
条
第
一
号
及
び
第
百
一
条
第
三
号
に
お
い
て
「
一
部
猶
予
者
」
と
い
う
。）に
あ
っ
て
は
、
そ
の

刑
の
う
ち
執
行
を
猶
予
さ
れ
た
部
分
の
期
間
並
び
に
猶
予
の
期
間
及
び
当
該
猶
予
の
期
間
中
の
保
護
観
察
の
有
無
を
含

む
。）」
を
加
え
、
同
項
第
三
号
中
「
及
び
終
了
日
」
の
下
に「（
一
部
猶
予
者
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
刑
の
う
ち
執
行
が
猶

予
さ
れ
な
か
っ
た
部
分
の
期
間
の
終
了
日
を
含
む
。）」
を
加
え
る
。

第
九
条
第
一
号
中
「
者
」
の
下
に「（
一
部
猶
予
者
に
あ
っ
て
は
、
執
行
が
猶
予
さ
れ
な
か
っ
た
部
分
の
期
間
が
法
定

期
間
を
超
え
る
者
に
限
る
。）」
を
加
え
る
。

第
四
十
一
条
第
一
項
中
「
第
五
十
七
条
（
」
を
「
第
五
十
七
条
、法
第
六
十
五
条
の
三
及
び
法
第
六
十
五
条
の
四（
こ

れ
ら
の
規
定
を
」
に
改
め
る
。

第
四
十
五
条
中
「
第
五
十
条
第
三
号
」
を
「
第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
」
に
改
め
る
。

第
四
十
六
条
及
び
第
四
十
八
条
中
「
第
五
十
条
第
五
号
」
を
「
第
五
十
条
第
一
項
第
五
号
」
に
改
め
る
。


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